
彿
蘭
西
に
於
け
る
銀
行
集
中
の
概
観
 
 小

 
川
 
痕
 
太
 
郭
 
 

て
銀
行
集
中
現
象
E
其
梓
類
 

二
、
大
戦
前
に
 

三
、
囁
時
に
於
け
る
集
中
の
停
止
ご
戦
後
よ
ち
最
近
に
至
る
迄
の
状
態
 
 

∴
 
 

企
業
の
食
間
集
中
は
資
本
主
義
の
敬
遠
に
侍
っ
て
現
は
れ
凍
る
罵
著
な
る
叫
現
象
で
あ
る
。
就
中
銀
行
業
の
集
中
は
 
 

囲
家
盈
英
国
体
の
財
政
の
膨
脹
や
他
の
企
業
の
大
在
螢
化
よ
り
腐
る
資
金
需
要
の
檜
大
、
交
通
機
関
の
進
歩
敏
速
、
銀
 
 

行
業
相
互
間
の
競
肇
、
恐
慌
や
不
景
気
の
時
期
に
教
生
す
る
銀
行
の
失
敗
や
破
産
等
が
直
接
又
は
間
接
の
原
因
ご
な
る
 
 

こ
ご
に
依
て
益
々
其
勢
を
増
す
傾
向
が
あ
る
。
而
し
て
現
今
曲
集
中
の
盛
ん
な
る
囲
は
英
米
狗
併
の
諸
国
で
あ
り
、
近
 
 

蒸
我
観
に
於
て
も
漸
く
盛
ん
ゼ
な
る
趨
勢
を
現
は
し
で
ゐ
る
が
、
同
じ
く
銀
行
業
の
集
中
ビ
い
つ
で
も
其
賓
現
の
方
法
 
 

忙
は
若
干
の
麺
類
が
あ
る
。
最
初
よ
り
大
資
本
を
以
て
銀
如
来
を
螢
む
も
‥
の
、
軍
閥
に
増
資
を
な
す
紅
の
、
小
資
本
釘
 
 

伊
藤
閻
に
於
け
為
銀
行
集
中
の
概
観
 
 

（
こ
〇
三
）
 
 
こ
セ
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賢  

合
の
方
法
に
依
る
農
中
を
行
ふ
こ
ど
を
叫
の
特
徴
空
し
て
居
っ
た
。
周
 
 

桑
照
 
叫
 
癖
沈
静
－
英
国
に
於
け
る
銀
行
合
同
の
瑠
努
ミ
其
特
賢
三
田
拳
骨
雑
誌
第
十
六
億
第
七
洗
）
 
 

拘
 
留
問
久
次
郎
 
濁
逸
の
大
銀
行
及
金
融
P
．
P
．
 

〓
 
 
 

努
】
巷
 
東
三
城
 
 

三
〇
四
）
 
三
八
 
 

銀
行
を
併
合
し
て
大
資
本
の
銀
行
芭
な
す
も
の
、
相
異
る
大
銀
行
が
合
併
す
る
も
の
、
支
店
、
・
出
紋
所
、
代
理
店
、
頭
 
 

金
取
扱
所
を
曙
設
す
る
烏
の
、
相
異
る
銀
行
間
に
利
益
分
配
の
約
定
を
始
ぶ
も
の
、
↑
方
の
銀
行
が
他
方
の
銀
行
に
出
 
 

資
を
な
し
或
は
他
方
の
銀
行
の
株
式
を
獲
得
す
る
も
の
、
相
互
に
螢
梁
上
の
連
絡
を
因
る
も
の
等
の
方
法
の
一
つ
を
謀
 
 

ぅ
又
は
二
つ
以
上
を
組
合
せ
る
も
の
を
考
へ
る
こ
ど
が
出
家
る
。
 
 

英
渦
彿
の
三
城
に
於
け
る
銀
行
集
中
の
方
汝
を
比
較
す
る
に
石
谷
樟
の
方
法
は
是
等
の
観
に
於
て
何
れ
も
行
は
れ
て
 
 

ゐ
る
ど
は
い
へ
、
其
間
に
互
に
異
る
特
色
を
見
出
す
こ
だ
が
出
凍
る
。
 
 

先
づ
英
国
に
於
て
は
大
資
本
の
銀
行
が
小
資
本
の
銀
行
を
併
合
し
或
は
大
資
本
の
飯
街
が
相
互
に
合
併
し
て
更
に
一
 
 

層
大
資
本
の
銀
行
ビ
な
す
方
法
を
探
る
こ
ど
が
盛
ん
で
あ
つ
て
、
今
日
極
め
て
少
数
の
大
銀
行
が
極
め
て
多
数
の
支
店
 
 

を
揮
っ
て
ゐ
る
の
は
童
ビ
し
て
か
、
る
合
同
の
結
果
で
あ
る
だ
い
ふ
こ
ご
が
田
楽
る
。
閏
 
次
に
猪
逸
は
欧
洲
大
戦
前
 
 

に
於
て
銀
行
相
互
の
合
併
、
支
店
の
曙
加
も
共
に
多
数
で
あ
つ
た
が
英
国
に
比
し
て
は
少
く
、
そ
れ
よ
り
も
相
異
る
銀
 
 

行
間
に
相
互
の
株
式
の
交
換
を
な
し
、
叉
叫
方
の
銀
行
が
他
方
の
銀
行
の
株
式
を
獲
得
す
る
が
如
き
所
謂
利
金
共
同
聯
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然
る
に
以
下
に
於
て
専
ら
記
適
せ
ん
ど
す
る
偽
蔚
酉
の
銀
行
界
に
於
け
る
集
中
の
方
法
は
英
猫
せ
は
文
具
る
亨
j
ろ
 
 

が
あ
る
や
 
 
 

先
づ
始
め
に
彿
南
西
の
大
飯
宿
が
幾
干
程
の
支
店
代
理
店
等
を
宿
し
て
ゐ
逐
か
を
見
る
に
、
彿
蘭
画
の
大
預
金
銀
行
 
 

め
叫
な
る
ク
レ
デ
イ
・
づ
オ
、
オ
の
報
告
に
徒
へ
1
ば
、
大
戦
前
に
於
て
偽
騎
西
の
各
種
の
銀
行
が
有
す
る
支
店
代
理
店
等
 
 

の
組
数
は
六
千
以
士
で
あ
つ
て
、
是
を
彿
蔚
西
の
人
口
数
に
割
合
て
る
ま
ハ
千
七
盲
人
に
対
し
て
又
は
千
六
官
乃
童
千
 
 

八
百
腱
滞
に
射
し
て
h
一
つ
の
支
店
又
は
代
理
店
が
存
在
す
る
勘
定
ご
な
り
、
寛
に
是
を
偽
防
菌
の
商
工
業
者
数
に
剤
督
 
 

せ
る
ど
、
常
時
彿
蘭
西
に
於
て
は
人
口
二
十
三
人
に
射
し
て
一
人
の
鴻
工
業
者
が
存
在
す
る
勘
定
で
あ
つ
た
か
ら
、
籍
局
 
 

商
工
業
薯
的
三
百
人
に
射
し
て
銀
府
の
支
店
又
は
代
理
店
が
叫
つ
宛
あ
つ
陀
空
い
ふ
こ
ど
に
な
る
。
ド
三
ろ
が
飽
の
六
 
 

千
以
上
の
支
店
、
代
理
店
の
中
で
約
二
千
は
五
大
銀
行
の
配
下
に
属
す
る
も
の
で
五
大
銀
行
は
彿
蘭
蘭
の
牌
支
店
、
代
 
 

理
店
の
約
三
分
の
」
を
有
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
制
此
盛
に
五
大
銀
行
ビ
あ
る
の
は
、
徒
埜
二
大
預
金
銀
行
吏
し
て
知
 
 

ワ
シ
エ
テ
ゼ
ネ
ラ
ー
ル
 
 

ら
れ
て
居
っ
化
ク
レ
デ
イ
・
リ
オ
ネ
、
コ
ン
ト
ア
ル
・
ナ
シ
ヨ
ナ
ダ
、
ソ
シ
ュ
チ
・
ゼ
、
竺
ブ
ー
ル
の
外
に
S
O
C
僅
か
G
晋
ぎ
】
e
 
 

ド
ク
レ
デ
ィ
ア
ン
ヂ
ふ
ス
ト
リ
エ
ル
エ
コ
ン
メ
ル
シ
ア
ル
 

バ
ン
ク
ナ
シ
ヨ
ナ
ー
ル
ド
ク
レ
デ
イ
 
d
e
C
r
註
≡
コ
d
u
s
t
ユ
e
－
e
叶
∩
。
ヨ
ヨ
e
r
n
i
a
－
及
び
B
a
コ
k
コ
a
t
i
。
コ
巴
e
d
e
n
r
か
d
i
t
の
二
桁
を
指
す
も
の
で
あ
詫
が
、
其
中
 
 

前
三
わ
め
受
店
や
代
理
店
等
は
約
千
五
六
百
あ
つ
て
、
如
何
に
些
二
桁
が
支
店
、
代
理
店
等
の
曙
設
に
努
め
つ
ゝ
あ
つ
 
 

た
か
ほ
次
の
琴
ど
見
る
夢
に
依
て
窺
は
れ
る
っ
（
試
み
に
千
丸
首
年
以
後
の
石
室
行
の
配
下
の
支
店
、
代
理
店
等
の
数
を
 
 

探
る
。
）
㈱
 
 悌

静
酉
に
於
け
各
銀
行
最
中
の
概
観
 
 

（
二
〇
五
）
 
 
こ
九
 
 
 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



さ
て
、
所
謂
「
e
d
O
コ
d
．
u
b
i
q
u
蕎
を
持
っ
て
ゐ
る
（
到
る
で
1
ろ
に
存
在
す
る
だ
い
ふ
意
娩
）
ど
い
は
れ
る
是
等
の
 
 

大
銀
行
が
か
く
の
如
く
多
数
の
支
店
、
代
理
店
を
年
々
増
設
す
る
に
至
っ
た
過
程
を
見
る
ミ
彼
の
英
猶
に
於
け
る
が
 
 

如
て
他
の
銀
行
を
合
併
し
て
其
結
果
其
の
被
合
併
銀
行
の
本
店
及
び
支
店
を
自
行
の
支
店
、
代
陛
店
ビ
な
し
た
も
の
点
 
 

り
も
寧
ろ
自
ら
直
接
に
各
地
方
に
支
店
勺
代
理
店
を
設
け
柁
も
の
が
大
部
分
を
占
め
て
ゐ
る
。
此
鮎
は
賓
に
偽
蘭
西
に
 
 

於
け
る
銀
行
集
中
が
英
狗
の
そ
れ
に
比
べ
て
山
特
色
を
な
す
も
の
で
あ
つ
た
。
今
、
か
く
の
如
く
自
ら
進
ん
で
支
店
を
 
 

檜
没
す
る
方
法
を
、
合
併
の
踏
農
支
店
の
増
加
を
来
す
も
の
に
比
べ
る
ミ
前
者
は
新
設
で
あ
る
或
螢
業
上
に
多
く
の
 
 

困
難
を
俸
ふ
が
然
し
一
面
に
於
て
は
既
設
の
銀
行
を
合
併
す
る
の
に
比
べ
て
多
く
の
費
用
を
要
せ
な
い
ど
い
ふ
こ
ぜ
も
 
 

考
へ
ら
れ
る
。
偽
薗
西
の
大
銀
行
が
自
ち
進
ん
で
支
店
を
新
設
し
て
行
つ
空
夢
は
此
の
登
用
が
少
い
ど
い
ふ
こ
ざ
を
考
 
 

へ
、
↓
方
の
新
設
に
倖
ふ
螢
莫
上
の
困
難
は
、
世
人
の
借
用
の
大
な
る
大
銀
行
で
あ
る
か
ら
左
程
に
も
重
大
成
せ
な
か
 
 

っ
た
の
で
あ
ら
う
だ
思
は
れ
る
。
 
 
 

一
九
〇
〇
年
 
 

山
九
〇
五
年
 
 

「
九
〇
九
年
 
 

一
九
一
二
年
 
 

第
 
】
 
巻
 
発
声
兢
 
 

ク
レ
デ
イ
・
リ
オ
ネ
 
ッ
シ
ユ
タ
・
ゼ
・
ぞ
フ
ー
ル
 
 

】
七
〇
 
 

二
山
五
 
 

二
五
三
 
 

二
九
〇
 
 

三
四
四
 
 

五
六
一
 
 

七
七
一
 
 
 

一
〇
〇
叫
 
 

（
こ
〇
六
）
 
 
三
〇
 
 

コ
ン
ト
ア
ー
ル
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
 
 

一
一
－
 
 

－
五
六
 
 

二
〇
五
 
 

二
二
八
 
 

合
 
 
計
 
 

六
二
五
 
 
 

九
三
ニ
 
 

ー
二
二
九
 
 

－
五
「
丸
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≡
 
 

上
述
の
如
く
大
戦
前
に
於
て
盛
ん
で
あ
つ
た
備
南
西
の
銀
行
集
中
も
大
戦
以
後
甲
和
回
復
の
頃
迄
は
一
時
停
止
の
状
 
 

態
で
あ
つ
て
、
大
銀
行
の
支
店
網
は
溝
返
さ
れ
な
い
の
み
な
ら
ず
中
に
ほ
多
く
の
支
店
を
閉
鎗
す
る
も
の
も
あ
つ
た
。
 
 

例
へ
ば
ク
レ
デ
イ
・
リ
オ
ネ
は
千
丸
首
十
七
年
の
始
め
に
七
十
六
の
代
理
店
や
出
張
所
の
完
金
開
銀
及
び
飼
三
十
瀞
カ
 
 

の
一
部
的
閉
鎗
の
登
記
を
な
し
治
局
其
配
下
の
支
店
、
代
理
店
等
の
四
分
の
」
以
止
を
駄
く
革
ミ
な
つ
た
。
更
に
ク
レ
 
 

デ
イ
・
ア
ン
ド
ユ
ス
寸
り
云
－
ル
・
ラ
コ
ン
メ
ル
γ
ヤ
ル
も
巴
里
及
び
其
近
郊
に
あ
る
支
店
数
を
二
十
九
も
碗
少
し
其
他
 
 

の
大
銀
行
に
於
て
も
偶
命
閉
鎖
は
せ
な
く
て
も
少
く
だ
も
何
等
の
新
設
々
行
は
な
か
っ
た
。
見
例
外
ビ
し
て
は
メ
ソ
ク
。
 
 

ナ
シ
ョ
ナ
ル
。
ド
・
ク
レ
デ
イ
が
多
少
新
設
を
克
す
の
み
な
ら
ず
二
三
の
銀
行
を
合
併
し
或
は
若
干
の
銀
行
切
儀
式
を
獲
 
 

得
t
た
位
の
も
の
で
あ
つ
た
。
靭
か
く
の
如
く
犬
抵
の
大
銀
行
が
支
店
、
代
理
店
等
を
閉
鎖
し
或
は
新
設
を
な
さ
な
か
 
 

っ
た
の
は
、
併
薗
商
が
愛
敬
地
帯
に
近
く
其
」
部
の
領
域
は
敵
軍
の
侵
入
す
る
ド
ニ
こ
ろ
ド
ニ
仏
つ
た
寧
、
行
員
の
従
軍
せ
 
 

し
撃
或
は
新
に
幹
部
を
養
成
す
る
撃
が
不
可
能
で
あ
つ
た
撃
等
の
た
め
に
、
螢
菜
上
に
種
々
の
困
難
だ
支
障
軍
を
恋
し
 
 

た
の
に
依
る
の
で
あ
つ
た
。
 
 

彿
蘭
画
l
ニ
於
け
る
銀
行
集
中
の
概
観
 
 

声
T
h
苫
圭
e
s
讐
a
コ
d
s
穿
b
－
血
s
s
e
ヨ
e
コ
t
S
d
e
急
d
i
t
訂
コ
n
a
…
s
…
…
・
・
・
－
冶
】
・
P
・
お
 
 

E
．
K
a
u
f
ヨ
a
コ
コ
．
「
a
B
a
コ
k
 
e
n
 
F
r
a
コ
C
e
】
讐
P
 
P
．
会
ぃ
．
 
 

（
二
〇
七
）
 
 
三
一
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（
こ
〇
八
）
 
三
こ
 
 
 

労
∴
「
恕
 
∵
尭
′
手
工
漁
 
 

か
～
る
外
部
的
原
因
に
放
て
集
中
の
勢
は
阻
止
せ
ら
れ
た
が
、
然
し
そ
れ
は
前
述
の
如
く
重
く
両
峰
的
で
あ
つ
て
卒
 
 

和
使
約
成
立
後
は
再
び
蕾
勢
を
回
復
す
そ
ー
ビ
壱
な
つ
た
。
即
ち
大
銀
行
は
一
時
閉
鎖
し
た
る
支
店
、
出
張
所
等
々
再
 
 

開
し
改
造
す
る
の
み
な
ら
す
、
進
ん
で
は
彿
蘭
画
が
中
和
條
約
に
依
て
嫉
復
し
た
る
地
方
に
も
叉
外
観
に
も
支
店
、
出
 
 

張
所
を
設
け
る
こ
ブ
二
と
こ
は
つ
た
の
で
あ
る
。
㈲
 
 

衰
筏
最
近
の
二
三
年
に
就
て
見
て
も
の
大
銀
行
が
螢
某
所
を
曙
没
す
る
こ
ど
は
止
む
こ
ま
な
き
が
如
く
、
彼
等
は
畢
 
 イ

チ
 
 

に
常
設
の
支
店
、
出
張
所
等
の
増
設
の
み
に
て
満
足
せ
ず
、
地
方
の
郡
役
所
所
在
地
な
る
小
色
に
於
て
開
か
れ
る
市
の
¢
 
 

時
期
毎
に
定
期
的
又
は
間
軟
的
な
る
出
張
所
を
設
け
、
更
に
又
包
含
の
聾
客
の
許
に
時
を
定
め
て
行
員
を
派
遣
せ
t
め
 

る
む
い
ふ
が
如
き
方
法
ま
で
も
採
っ
て
ゐ
る
有
様
で
あ
つ
て
、
苛
も
遊
資
の
宿
す
る
所
は
決
し
て
見
逃
さ
な
い
で
い
ふ
 
 

態
度
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
に
し
て
両
論
潜
※
が
皮
肉
に
喩
ヘ
セ
る
「
彿
観
金
敵
止
の
オ
リ
ン
プ
山
の
神
々
L
竃
昔
u
朝
 
 

倉
コ
S
－
．
〇
】
y
ヨ
P
e
壱
コ
当
C
i
e
r
 
d
e
訂
F
r
a
コ
C
e
）
の
手
は
到
る
所
に
伸
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。
 
 
 

戦
前
よ
り
最
近
に
至
る
迄
の
飯
南
西
に
於
け
る
銀
行
東
沖
、
特
に
大
銀
行
の
奮
発
所
の
曙
加
に
就
で
は
、
単
止
述
べ
 

た
る
字
J
ろ
に
依
て
馨
漣
其
状
態
を
明
か
に
す
る
こ
ど
が
出
家
た
だ
恩
ふ
。
次
に
は
資
本
の
方
面
よ
り
銀
行
集
中
の
状
 
 

態
を
明
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
各
年
に
亘
る
詳
細
な
る
数
字
を
手
に
す
る
こ
ど
が
彊
凍
な
い
の
で
若
干
言
を
螢
し
 
 

て
大
体
の
拳
骨
記
サ
る
に
止
也
鳶
 
 
 

「
備
前
西
金
観
に
於
て
」
今
何
人
首
鎗
の
小
飯
村
」
中
飯
村
が
存
在
し
塞
資
掛
金
は
十
五
億
フ
ラ
ン
以
上
を
示
し
て
 
 
 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



ゐ
る
」
ど
は
ペ
ル
オ
斗
が
最
近
扮
琴
に
於
簸
露
へ
怒
撃
昔
ろ
で
あ
る
。
判
然
ら
ば
大
銀
行
ビ
稀
せ
ら
れ
る
も
の
の
資
本
 
 

金
は
ぎ
の
位
あ
る
か
を
見
る
に
、
徒
埜
二
大
預
金
銀
行
だ
耕
せ
ら
れ
た
る
ク
レ
デ
イ
・
リ
オ
ネ
、
ソ
シ
ラ
7
・
ゼ
ネ
ラ
ー
 
 

ル
、
コ
ン
ー
ア
ー
ル
ー
ナ
シ
ヨ
ナ
〝
の
三
行
だ
け
の
千
丸
首
甘
三
年
末
に
於
け
る
彿
込
資
本
金
は
各
々
二
億
五
千
萬
フ
 
 

ラ
ン
に
達
し
て
ゐ
る
か
ら
、
ペ
ル
オ
ー
の
い
へ
る
十
五
億
フ
一
ぉ
金
部
彿
込
資
本
金
で
ぁ
る
ノ
ぜ
し
て
も
些
二
行
だ
け
 
 

で
既
に
彿
込
資
本
金
の
上
に
於
て
約
四
官
許
う
の
小
中
銀
行
に
匹
敵
す
る
こ
ピ
に
な
る
。
し
か
も
何
者
二
扁
以
外
に
大
 
 

預
金
銀
行
ビ
稀
せ
ら
れ
る
も
の
（
前
掲
の
ク
レ
デ
ィ
・
ア
ン
デ
ュ
ス
ト
リ
エ
ル
及
び
パ
ン
ク
 

ク
レ
≠
イ
モ
ビ
リ
エ
 
 

の
如
き
）
卦
び
勒
塵
銀
行
の
雄
な
る
も
の
例
へ
ぼ
C
r
蛋
叶
吉
b
i
宥
ユ
ニ
オ
ン
・
パ
リ
ジ
ア
ン
親
和
、
巴
里
和
商
銀
行
 
 

の
如
き
も
の
の
資
本
金
を
合
計
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
の
大
銀
行
の
資
本
金
で
以
て
、
よ
く
八
百
鎗
の
中
小
銀
行
の
資
本
 
 

金
に
匹
敵
す
る
率
に
な
る
。
是
に
依
て
も
亦
、
悌
南
西
に
於
け
る
銀
行
集
中
の
一
斑
を
窺
ふ
こ
ご
が
出
凍
る
で
あ
ら
う
 
 

1
（
完
 
）
 
－
 
 

僻
東
西
に
於
け
富
銀
行
集
中
の
概
観
 
 

芯ノ ※ ＝‡‘諒‘諒  

声
T
h
今
y
．
〇
P
．
C
芦
P
り
P
‖
N
缶
－
思
い
．
 
 

戸
↓
h
野
y
，
O
p
．
C
芦
P
．
u
O
－
ト
 
 

R
。
V
烏
d
．
e
。
j
。
ヨ
i
e
p
。
≡
官
。
這
円
〓
ガ
㌫
∴
鱒
S
山
繭
芯
ワ
〇
・
N
内
二
≠
e
s
B
a
コ
q
u
e
S
＝
l
＝
轟
か
 
 

「
y
s
i
s
，
 
 

〔
・
P
e
r
r
e
a
亡
・
C
O
u
r
S
 
d
一
打
○
コ
○
ヨ
i
e
p
0
1
≡
q
u
e
．
N
e
d
 
T
O
ヨ
e
－
」
冶
N
．
P
．
缶
切
 
 
 

ご
】
〇
九
）
 
 
三
一
】
一
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